
１１月２８日 朝礼にて 校長講話

２年生から６年生の人は、毎年この時期に人権についてのお話を聞くと思い

ますが、１年生の人は初めてだよね。

今日はどんなお話かというと、「ぼくが ここに」という詩から考えてみた

いと思います。この詩は、まどみちおとい

う人が書いた詩なんだけど、「ぼくが ここ

に いるとき ほかの どんなものも ぼ

くに かさなって ここに いることは

できない」って、どういう意味だと思いま

すか。どんなことを言いたいのだと思いま

すか。隊形を変えて、なかま班で話し合っ

てもらえますか。

続きがわからなかったら何がいいたいか

わからないっていう声もありました。（全文

は右に）その「いること」こそががとって

も大切なんですね。となりの人の顔を見て

下さい。自分と同じ顔の人はいますか。い

ませんよね。１年生から６年生までいろん

な人がいて、いろんなことを考えていますが、それぞれが、そこにいることこ

そが大切なんです。自分がここにいることこそが大切なんです。だから簡単に

「死ぬ」なんて言ってはいけないし、友だちに「死ね」なんて言っちゃだめだ

よね。お互いに、お互いをたいせつにしなければいけません。「人権」ってい

うのは、そういうことだと思います。

１２月４日から１０日は人権週間です。それぞれが大切な存在なんだという

ことを意識して生活してほしいと思います。
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